
市販されている全てのタンデム四重極LC/MS/MSは正負イオン両方の検出が

可能です。正イオンで検出する化合物と負イオンで検出する化合物を同時に

分析するメソッドが要求される場合、イオンモードの高速切り替えが必要になり

ます。 

一般的に四重極型LC/MS（/MS）の場合、正負イオン切り替え時に電圧が安

定するには200 msec から 300 msec かかるといわれています。メーカーによっ

ては700 msec 以上かかる装置もあり、同一アッセイ中に正負両イオンモードの

モニターを行うと、MRMのサイクルタイムが長くなってしまって充分なデータポ

イントが取れないという問題が生じます。 

ウォーターズのMicromass Quattro PremierTM タンデム四重極LC/MS/MSの場

合、正負イオンモードの切り替えが 20 msec と非常に高速で行え、しかも感度

の低下がありません。そのためフルスキャンであろうと多成分のMRMであろう

と、データの質を維持したまま正負両イオンモードの測定が同時に行えます。 

www.waters.co.jp 

キーワード: 
正負イオン切り替え 

MRM、LC/MS/MS 

Quattro Premier 

LC/MS/MS Application Notes: MSMSJ011

概要 

Quattro PremierTM 

正負イオンモード高速切り替え 

データ例 （図１） 

サルファジメトキシンをQuattro PremierTM 

にフローインジェクションして得たMRM

データを示します。 

図1に正イオンモードのみで3回繰り返した

MRMクロマトグラムを示します。 



データ例 （図2） 

図2に負イオンモードのみで3回繰り返した

MRMクロマトグラムを示します。 

図3には正イオンモードと負イオンモードの

MRMを 20 msec で切り替えながら同時測

定して得たクロマトグラムを示します。上段

が正イオンモード、下段が負イオンモード

ですが、図1および2と比較してピーク面

積、S/Nとも同等な結果が得られていま

す。 

まとめ 

正負イオンモード切替が 20 msec と高速で行えるQuattro PremierTMはラボの

生産性を高めます。 

データ例 （図3） 
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